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Turbulence was formed in a rota七ingcircular cylinder 
by force， and velocity dis七ribu七ionsof three direc七ions
and Reynolds shearing stress were measured wi七hho七 wire
anemome七er.
On七he one hand， we solved numerically七heequa七ionof 
an angular momen七um. Comparing wi七h 七heexperimen七al
results， calcula七edresul七scoincide with its ・Supposing
Reynolds shearing s七ressof七angen七ialdirec七iondiffers 
from the expression used up to now， experimen七alshearing 
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強制渦領域を作るため円筒を角速度ωで回転させる。円筒の内半径を a，円筒の最大接線速度を
vm(=ωa)として，物理量の無次元量を次式で定義する。
U = u/vm， V = v/vm I 
W=W/vm， R= r/a ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (3) 
Z = z/a ， M = RV 
式(2)，(3)を式(1)に代入して整理すると次式を得る。
。M ， ~T aM 1 r a2M 1 aM θ2M 1θ2M a2M 





図l 座標系と速度記号 図2 熱線と速度との位置関係
149 
NR，七=vma/ν E:t =ε/νl ト………...・ H ・..…...・ H ・...・ H ・- (5)
O 1 = E: t/NR， t' O 2 = E:七2/NR， t 
である o NR， tは回転レイノルズ数を， εtは無次元渦動粘度を表わす。
軸方向の変化が極めて小さいと仮定すると ，a/âZ~O ， また管壁近くを除外すると，粘性項は省
略できるので，式(4)は次式のように簡単化される。
dM . d2M U一一一 = δ， でてす ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (6) dR -1 dR 4
境界条件は
R=O :M=O， R=l :M=l . (7) 
である。
3 乱れの測定法
図21i:示すように， r-{}平面内に熱線 (HW)を置き，熱線と r軸とのなす角を8とする。熱線
が感じる有効速度Ueは次式で表わされる o





9/2/α2 = (U' sin s -v'ωs s)2 + W/2 
ととで， ß= π/4 及び 3π/4 のときの交流出力電圧を 9~ 及び ejとすると，
9~2/α2=;(ピイ )2 +W'2 
9~2/α2=j(ピ +V')2 +W/2 
瑚 1)を辺々 差ヨ|くと
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く， Rの増加と共に直線的に僅かに増加している。円周方向の速度成分γは， Rが 0.5以上で急に
増加している。軸万向速度成分Wは，中央部でほぼ一定で，管壁近くで増加している。熱線プロー
プが図 5のような構造をしているので，管壁近傍は測定できなかった。回転数は 1860rpmで，回転
レイノルズ数はNR，tニ 2.06x 104である o
次K，レイノルズ応力-u/ V/の測定例を図 7I乙示す。 Rが Oから乱 5付近までは，殆んど零に
等しいが， R> 0.5で急に増加している。




o 1= 1.17 x 10-3であった。乙の結果を図示すると，図 9の実線のようになり，実験結果と極めてよ
く一致する。
また，式(2)により円周方向のレイノルズ応力を求めると，
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で与えられる。
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